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摂
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か
や
う
に
候
ふ
者
は
。
河
内
の
国
高
安
の
里
に
。
左
衛
門

の
尉
通
俊
と
申
す
者
に
て
候
。
さ
て
も
某
子
を
一
人
持
ち

て
候
ふ
を
。
さ
る
人
の
讒
言
に
よ
り
暮
に
追
ひ
失
ひ
て
候
。

余
り
に
不
便
に
候
ふ
程
に
。
二
世
安
楽
の
為
め
天
王
寺
に

て
。
一
七
日
施
行
を
引
き
候
。
今
日
も
施
行
を
引
か
ば
や

と
存
じ
候
。

出
入
の
。
月
を
見
ざ
れ
ば
明
暮
の
。
夜
の
境
を
え
ぞ
知
ら

ぬ
。
難
波
の
海
の
底
ひ
な
く
。
深
き
思
ひ
を
人
や
知
る
。

「「「

ワ
キ
詞

シ
テ
一
声

サ
シ

夫
れ
鴛
鴦
の
衾
の
下
に
は
。
立
ち
去
る
思
ひ
を
悲
し
み
。

比
目
の
枕
の
上
に
は
。
波
を
隔
つ
る
愁
ひ
あ
り
。
況
や
心

あ
り
顔
な
る
。
人
間
有
為
の
身
と
な
り
て
。
憂
き
年
月
の

流
れ
て
は
。
妹
背
の
山
の
中
に
落
つ
る
。
吉
野
の
川
の
よ

し
や
世
と
。
思
ひ
も
は
て
ぬ
心
か
な
。
あ
さ
ま
し
や
前
世

に
誰
を
か
厭
ひ
け
ん
。
今
又
人
の
讒
言
に
よ
り
。
不
孝
の

罪
に
沈
む
故
。
思
ひ
の
涙
か
き
曇
り
。
盲
目
と
さ
へ
な
り

は
て
ゝ
。
生
を
も
変
へ
ぬ
此
世
よ
り
。
中
有
の
道
に
迷
ふ
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な
り
。

元
よ
り
も
心
の
闇
は
有
り
ぬ
べ
し
。

伝
へ
聞
く
。
彼
一
行
の
果
羅
の
旅
。
〳
〵
。
闇
穴
道
の
巷

に
も
。
九
曜
の
曼
陀
羅
の
光
明
。
赫
奕
と
し
て
行
末
を
。

照
ら
し
給
ひ
け
る
と
か
や
。
今
も
末
世
と
言
ひ
な
が
ら
。

さ
す
が
名
に
負
ふ
此
寺
の
。
仏
法
最
初
の
天
王
寺
の
。
石

の
鳥
居
こ
ゝ
な
れ
や
。
立
ち
寄
り
て
拝
ま
ん
。
い
ざ
立
ち

よ
り
て
拝
ま
ん
。

「「「「「「
下
歌

上
歌

ワ
キ

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ

頃
は
二
月
時
正
の
日
。
誠
に
時
も
長
閑
な
る
。
日
を
得
て

普
き
貴
賤
の
場
に
。
施
行
を
な
し
て
勧
め
け
り
。

実
に
有
難
き
御
利
益
。
法
界
無
辺
の
御
慈
悲
ぞ
と
。
踵
を

つ
い
で
群
集
す
る
。

や
。
こ
れ
に
出
で
た
る
乞
丐
人
は
。
如
何
さ
ま
例
の
弱
法

師
よ
な
。

又
我
等
に
名
を
付
け
て
。
皆
弱
法
師
と
仰
せ
有
る
ぞ
や
。

実
に
も
此
身
は
盲
目
の
。
足
弱
車
の
片
輪
な
が
ら
。
よ
ろ
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め
き
あ
り
け
ば
弱
法
師
と
。
名
付
け
給
ふ
は
理
な
り
。

実
に
言
ひ
捨
つ
る
言
の
葉
ま
で
も
。
心
あ
り
げ
に
聞
ゆ
る

ぞ
や
。
先
々
施
行
を
受
け
給
へ
。

あ
ら
有
難
や
候
。
や
。
花
の
香
の
聞
え
候
。
い
か
さ
ま
此

花
散
り
が
た
に
な
り
候
ふ
な
。

あ
ふ
是
な
る
籬
の
梅
の
花
が
。
弱
法
師
が
袖
に
散
り
か
ゝ

る
ぞ
と
よ
。

う
た
て
や
な
難
波
津
の
春
な
ら
ば
。
唯
こ
の
花
と
こ
そ
仰

「「「「「「「「

ワ
キ
詞

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ

せ
有
る
べ
き
に
。
今
は
春
べ
も
半
ぞ
か
し
。
梅
花
を
折
つ

て
頭
に
さ
し
は
さ
ま
ざ
れ
ど
も
。
二
月
の
雪
は
衣
に
落
つ
。

あ
ら
お
も
し
ろ
の
花
の
匂
ひ
や
な
。

実
に
此
花
を
袖
に
受
く
れ
ば
。
花
も
さ
な
が
ら
施
行
ぞ
と

よ
。

中
々
の
事
草
木
国
土
。
悉
皆
御
法
も
施
行
な
れ
ば
。

皆
成
仏
の
大
慈
悲
に
。

漏
れ
じ
と
施
行
に
連
な
り
て
。
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手
を
合
は
せ
。

袖
を
広
げ
て
。

花
を
さ
へ
。
受
く
る
施
行
の
い
ろ
〳
〵
に
。
〳
〵
。
匂
ひ

来
に
け
り
梅
衣
の
。
春
な
れ
や
。
何
は
の
事
か
法
な
ら
ぬ
。

遊
び
戯
れ
舞
ひ
謡
ふ
。
誓
ひ
の
網
に
は
漏
る
ま
じ
き
。
難

波
の
海
ぞ
頼
も
し
き
。
実
に
や
盲
亀
の
我
等
ま
で
。
見
る

心
地
す
る
梅
が
枝
の
。
花
の
春
の
長
閑
さ
は
。
何
は
の
法

に
よ
も
漏
れ
じ
。
〳
〵
。

「「「「「「「「「
ワ
キ

シ
テ地

地
ク
リ

シ
テ
サ
シ地

シ
テ地

ク
セ

夫
れ
仏
日
西
天
の
雲
に
隠
れ
。
慈
尊
の
出
世
は
る
か
に
。

三
会
の
暁
い
ま
だ
な
り
。

然
る
に
此
中
間
に
於
て
。
何
と
心
を
の
ば
へ
ま
し
。

こ
ゝ
に
よ
つ
て
上
宮
太
子
。
国
家
を
あ
ら
た
め
万
民
を
教

へ
。
仏
法
流
布
の
世
と
な
し
て
。
普
く
恵
を
弘
め
給
ふ
。

然
れ
ば
当
寺
を
御
建
立
あ
つ
て
。

始
め
て
僧
尼
の
姿
を
顕
は
し
。
四
天
王
寺
と
名
付
け
給
ふ
。

金
堂
の
御
本
尊
は
。
如
意
輪
の
仏
像
。
救
世
観
音
と
も
申
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す
と
か
。
太
子
の
御
前
生
。
震
旦
国
の
思
禅
師
に
て
。
渡

ら
せ
給
ふ
故
な
り
。
出
離
の
仏
像
に
応
じ
つ
ゝ
。
今
日
域

に
至
る
ま
で
。
仏
法
最
初
の
御
本
尊
と
。
顕
は
れ
給
ふ
御

威
光
の
。
誠
な
る
か
な
や
。
末
世
相
応
の
御
誓
。
然
る
に

当
寺
の
仏
閣
の
。
御
作
の
品
々
も
。
赤
栴
檀
の
霊
木
に
て
。

塔
婆
の
金
宝
に
至
る
ま
で
。
閻
浮
檀
金
な
る
と
か
や
。

万
代
に
。
澄
め
る
亀
井
の
水
ま
で
も
。

水
上
清
き
西
天
の
。
無
熱
池
の
。
池
水
を
う
け
つ
ぎ
て
。

「「「
シ
テ地

ワ
キ
詞

流
れ
久
し
き
世
々
ま
で
も
。
五
濁
の
人
間
を
導
き
て
。
済

度
の
舟
を
も
寄
す
る
な
る
。
難
波
の
寺
の
鐘
の
声
。
異
浦
々

に
響
き
来
て
。
普
き
誓
ひ
満
潮
の
。
お
し
照
る
海
山
も
。

皆
成
仏
の
姿
な
り
。

あ
ら
不
思
議
や
。
是
な
る
者
を
よ
く
〳
〵
見
候
へ
ば
。
某

が
追
ひ
失
ひ
し
子
に
て
候
ふ
は
如
何
に
。
思
ひ
の
あ
ま
り

に
盲
目
と
な
り
て
候
。
あ
ら
不
便
と
衰
へ
て
候
ふ
も
の
か

な
。
人
目
も
さ
す
が
に
候
へ
ば
。
夜
に
入
り
て
某
と
名
の
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り
。
高
安
へ
連
れ
て
帰
ら
ば
や
と
存
じ
候
。
や
あ
如
何
に

日
想
観
を
拝
み
候
へ
。

実
に
〳
〵
日
想
観
の
時
節
な
る
べ
し
。
盲
目
な
れ
ば
そ
な

た
と
ば
か
り
。
心
当
な
る
日
に
向
ひ
て
。
東
門
を
拝
み
南

無
阿
弥
陀
仏
。

何
東
門
と
は
謂
な
や
。
こ
ゝ
は
西
門
石
の
鳥
居
よ
。

あ
ら
お
ろ
か
や
天
王
寺
の
。
西
門
を
出
で
ゝ
極
楽
の
。
東

門
に
向
ふ
は
僻
事
か
。

「「「「「「「「「「

シ
テ
詞

ワ
キ
詞

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ地

実
に
〳
〵
さ
ぞ
と
難
波
の
寺
の
。
西
門
を
出
づ
る
石
の
鳥

居
。

阿
字
門
に
入
つ
て
。

阿
字
門
を
出
づ
る
。

弥
陀
の
御
国
も
。

極
楽
の
。

東
門
に
。
向
ふ
難
波
の
西
の
海
。

入
日
の
影
も
舞
ふ
と
か
や
。
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あ
ら
お
も
し
ろ
や
我
盲
目
と
な
ら
ざ
り
し
先
は
。
弱
法
師

が
常
に
見
馴
れ
し
境
界
な
れ
ば
。
な
に
疑
ひ
も
難
波
江
に
。

江
月
照
ら
し
松
風
吹
き
。
永
夜
の
清
宵
何
の
為
す
所
ぞ
や
。

住
吉
の
。
松
の
ひ
ま
よ
り
詠
む
れ
ば
。

月
落
ち
か
ゝ
る
淡
路
島
山
と
。

詠
め
し
は
月
影
の
。

詠
め
し
は
月
影
の
。
今
は
入
日
や
落
ち
か
ゝ
る
ら
ん
。
日

想
観
な
れ
ば
曇
り
も
波
の
。
淡
路
絵
島
須
磨
明
石
。
紀
の

「「「「「「「「「「「

シ
テ
詞地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ

海
ま
で
も
見
え
た
り
〳
〵
。
満
目
青
山
は
心
に
あ
り
。

あ
ふ
。
見
る
ぞ
と
よ
〳
〵
。

さ
て
難
波
の
浦
の
致
景
の
数
々
。

南
は
さ
こ
そ
と
夕
波
の
。
住
吉
の
松
陰
。

東
の
方
は
時
を
得
て
。

春
の
緑
の
草
香
山
。

北
は
何
処
。

難
波
な
る
。
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長
柄
の
橋
の
い
た
づ
ら
に
。
か
な
た
こ
な
た
と
歩
く
程
に
。

盲
目
の
悲
し
さ
は
。
貴
賤
の
人
に
行
き
合
ひ
の
。
ま
ろ
び

た
だ
よ
ひ
難
波
江
の
。
足
も
と
は
よ
ろ
〳
〵
と
。
実
に
も

誠
の
弱
法
師
と
て
。
人
は
笑
ひ
給
ふ
ぞ
や
。
思
へ
ば
恥
か

し
や
な
。
今
は
狂
ひ
候
は
じ
。
今
よ
り
は
更
に
狂
は
じ
。

今
は
早
。
夜
も
更
け
人
も
静
ま
り
ぬ
。
如
何
な
る
人
の
果

や
ら
ん
。
其
名
を
名
の
り
給
へ
や
。

思
ひ
よ
ら
ず
や
誰
な
れ
ば
。
我
い
に
し
へ
を
問
ひ
給
ふ
。

「「「「「「「「
地

ロ
ン
ギ
地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

高
安
の
里
な
り
し
。
俊
徳
丸
が
果
な
り
。

さ
て
は
う
れ
し
や
我
こ
そ
は
。
父
高
安
の
通
俊
よ
。

そ
も
通
俊
は
我
父
の
。
其
御
声
と
聞
く
よ
り
も
。

胸
う
ち
騒
ぎ
あ
き
れ
つ
ゝ
。

こ
は
夢
か
と
て
。

俊
徳
は
。
親
な
が
ら
恥
か
し
と
て
。
あ
ら
ぬ
方
へ
逃
げ
行

け
ば
。
父
は
追
ひ
付
き
手
を
取
り
て
。
何
を
か
包
む
難
波

寺
の
。
鐘
の
声
も
夜
ま
ぎ
れ
に
。
明
け
ぬ
先
に
と
誘
ひ
て
。
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高
安
の
里
に
帰
り
け
り
。
〳
〵
。
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